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吉野家とゼンショー　2012年

外食産業の現状

　「外食」とは、文字通り「外で食事をする」という意味であり、その市場規模は約 30兆円とい

われている。さらに、外食には2つの定義があり、居酒屋・レストラン・喫茶店などを総称して「狭

義の外食」と呼び、それに総菜・持ち帰り弁当などの料理品小売業（中食：なかしょく）を合計

したものを「広義の外食」と呼ぶ。

　図 1では、1980年から 2010年までの狭義および広義外食産業の市場規模の推移をプロットし

ている［1］。1990年代後半より、外食産業で構造変化が起きていることがわかる。狭義の外食市

場は、90年代後半に 30兆円に迫ったが、それ以降年々減少傾向にあり、2010年現在、約 23兆

6,000億円の規模となっている。一方、中食市場はコンビニエンスストアの急伸によって現在約

6兆円の規模にまで成長している。

図 1　外食産業の市場規模の推移
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［1］ 『平成22年外食産業市場規模推計について』、財団法人食の安全・安心財団附属機関外食産業総合調査研究センター。
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